
平成２０年度堆肥共励会 入賞者の概要 
                                                                        
１．概要                                                                 
 
 出品者名 

 
 中 村  栄 作 

 
 所 在 地 

 
 熊本市戸島 

 
組織等の概要 
（活動の経緯） 
 
 
 
 
 
 
 

 
・平成３年３月  熊本県立農業大学校畜産学科を卒業 
・平成４年４月    就農と同時に酪農経営に取り組む 
・平成１８年度    畜産環境整備特別対策機械リース事業により堆肥舎等 
        を整備 
                  堆肥舎 ２棟、ホイルローダ 1台 
            総事業費 １６，３２７千円 
・   同年度～ 剪定クズを活用した良質堆肥の生産に取り組む   
・平成２０年７月  熊本県堆肥共励会に参加  
 

 
２．堆肥の特徴（混合割合。重量比） 
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３．堆肥の生産について 
 １）堆肥生産の施設・機械等 
   ・堆肥舎       ２棟（１９２ｍ２、１９２ｍ２） 
   ・ホイルローダー    １台 
 
 ２）堆肥化及び利用のフロー 
 
 
      
 

 
剪 定 ク ズ 
 

 
 ふん尿と同量          
 ６．７ｔ／回          

                     
 
畜舎(乳牛) 

 

 
 
 

 
堆 肥 舎 

 

     
      全量ほ場へ還元 
             ８０ｔ／年 

     糞尿 ６．７ｔ／回     ・水分調整 
                               ・切り返し １回／週×８週 
                  ・無通気  
                     
４ 堆肥生産の工夫や特徴 
 １）畜舎が住宅街の中にあるため、定期的(毎週)にふん尿を搬出して堆肥化に取り組み、 
環境問題に配慮している。 

 ２）堆肥生産の意欲が高く、良質堆肥生産の実証展示に積極的に取り組んだ。 
 
 
 
 



５ 今後の目指す方向と課題 
  １） 現在は、我が家のほ場への散布と近隣農家への提供で完結している。 
  ２） 今後は、耕畜連携による稲わらの確保、トウモロコシ栽培の拡大を図る。 
 
 

 
     堆肥舎の全景(完成時)               剪定クズ混合堆肥の状況 
 
 

  
             温度変化の把握                        現地検討会の状況 


